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（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
等
）

第
十
八
条
の
三

法
第
二
十
三
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

派
遣
元
事
業
主
を
連
結
子
会
社
（
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五

十
一
年
大
蔵
省
令
第
二
十
八
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
連
結
子
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。）と
す
る
者
及
び
当
該
者
の
連
結
子
会
社

二

派
遣
元
事
業
主
の
親
会
社
等
又
は
派
遣
元
事
業
主
の
親
会
社
等
の
子
会
社
等
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

２

前
項
第
二
号
の
派
遣
元
事
業
主
の
親
会
社
等
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

派
遣
元
事
業
主
（
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）の
議
決
権
の
過
半
数
を
所
有
し
て
い
る
者

二

派
遣
元
事
業
主
（
持
分
会
社
（
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
五
百
七
十
五
条
第
一
項
に
規

定
す
る
持
分
会
社
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
場
合
に
限
る
。）の
資
本
金
の
過
半
数
を
出
資
し
て

い
る
者

三

派
遣
元
事
業
主
の
事
業
の
方
針
の
決
定
に
関
し
て
、
前
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
者

３

第
一
項
第
二
号
の
派
遣
元
事
業
主
の
親
会
社
等
の
子
会
社
等
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

派
遣
元
事
業
主
の
親
会
社
等
が
議
決
権
の
過
半
数
を
所
有
し
て
い
る
者
（
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）

二

派
遣
元
事
業
主
の
親
会
社
等
が
資
本
金
の
過
半
数
を
出
資
し
て
い
る
者
（
持
分
会
社
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）

三

事
業
の
方
針
の
決
定
に
関
す
る
派
遣
元
事
業
主
の
親
会
社
等
の
支
配
力
が
前
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上

と
認
め
ら
れ
る
者

４

法
第
二
十
三
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
割
合
は
、
一
の
事
業
年
度
に
お
け

る
派
遣
元
事
業
主
が
雇
用
す
る
派
遣
労
働
者
（
六
十
歳
以
上
の
定
年
に
達
し
た
こ
と
に
よ
り
退
職
し
た
者
で
あ
つ

て
当
該
派
遣
元
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）の
関
係
派
遣
先
（
同
条
に
規
定
す
る
関
係
派
遣
先
を

い
う
。）に
係
る
同
条
に
規
定
す
る
派
遣
就
業
（
以
下
単
に
「
派
遣
就
業
」
と
い
う
。）に
係
る
総
労
働
時
間
を
、
そ

の
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
派
遣
元
事
業
主
が
雇
用
す
る
派
遣
労
働
者
の
全
て
の
派
遣
就
業
に
係
る
総
労
働
時
間

で
除
し
て
得
た
割
合
（
当
該
割
合
に
小
数
点
以
下
一
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。）と

す
る
。

第
二
章
の
章
名
中
「
就
業
条
件
の
整
備
等
」
を
「
保
護
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
令
第
四
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
」
を
「
令
第
五
条
の
業
務
」
に
、「
当
該
号
番
号
」を「
当

該
業
務
が
該
当
す
る
令
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
又
は
令
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
条
番
号
及
び
号

番
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
二
号
中
「
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
派
遣
就
業
（
以
下
単
に
「
派
遣
就
業
」
と
い
う
。）」
を
「
派

遣
就
業
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

法
第
四
十
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
通
知

第
二
十
六
条
を
削
り
、
第
二
十
五
条
を
第
二
十
六
条
と
し
、第
二
章
第
二
節
中
同
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
十
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
二
十
五
条

法
第
三
十
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

当
該
派
遣
元
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
通
算
し
て
一
年
以
上
で
あ
る
期
間
を
定
め
て
雇
用
す
る
派
遣
労

働
者

二

当
該
派
遣
元
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
通
算
し
て
一
年
以
上
で
あ
る
派
遣
労
働
者
と
し
て
期
間
を
定
め

て
雇
用
し
よ
う
と
す
る
労
働
者

（
待
遇
に
関
す
る
事
項
等
の
説
明
）

第
二
十
五
条
の
二

法
第
三
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
説
明
は
、
書
面
の
交
付
等
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
項
第
一
号
に
規
定
す
る
労
働
者
の
賃
金
の
額
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項

の
説
明
は
、
書
面
の
交
付
等
の
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
三
十
一
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

労
働
者
を
派
遣
労
働
者
と
し
て
雇
用
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
労
働
者
の
賃
金
の
額
の
見
込
み
そ
の
他
の
当

該
労
働
者
の
待
遇
に
関
す
る
事
項

二

事
業
運
営
に
関
す
る
事
項

三

労
働
者
派
遣
に
関
す
る
制
度
の
概
要

第
二
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
労
働
者
派
遣
に
関
す
る
料
金
の
額
の
明
示
の
方
法
等
）

第
二
十
六
条
の
二

法
第
三
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
明
示
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
額
を
書
面
の
交
付
等
の

方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

派
遣
元
事
業
主
が
労
働
者
派
遣
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
次
項
の
規
定
に
よ
る
額
が
労
働
者
を
派
遣
労

働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
三
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
明
示
し
た
額
と
同
一
で

あ
る
場
合
に
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
明
示
を
要
し
な
い
。

３

法
第
三
十
四
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

一

当
該
労
働
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
に
関
す
る
料
金
の
額

二

当
該
労
働
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
を
行
う
事
業
所
に
お
け
る
第
十
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
労
働
者
派

遣
に
関
す
る
料
金
の
額
の
平
均
額

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
第
三
十
五
条
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
」に
、「
次
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
、」を「
次

条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
、」に
、「
次
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
通
知
」
を
「
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
通
知
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
本
文
中
「
第
三
十
五
条
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
同
条
」
を「
同
項
」

に
改
め
、
同
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

法
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
書
面
の
交
付
等
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
の
二
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
第
三
十
五
条
第
二
号
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
第
三
号
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
各
号
」
を
「
同
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
三
十
五
条
第
三
号
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同

条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
令
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
二
十
八
条
の
二

令
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

卒
業
を
予
定
し
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
、
卒
業
し
た
後
も
引
き
続
き
当
該
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い

る
も
の

二

休
学
中
の
者

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者

（
令
第
四
条
第
二
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
収
入
の
額
等
）

第
二
十
八
条
の
三

令
第
四
条
第
二
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
収
入
の
額

は
、
次
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

一

日
雇
労
働
者
の
一
年
分
の
賃
金
そ
の
他
の
収
入
の
額

二

日
雇
労
働
者
（
主
と
し
て
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。）そ
の
他
の
親
族
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
配
偶
者
等
」
と
い
う
。）の
収

入
に
よ
り
生
計
を
維
持
す
る
者
に
限
る
。）及
び
当
該
日
雇
労
働
者
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
等
の
一
年
分
の

賃
金
そ
の
他
の
収
入
の
額
を
合
算
し
た
額

２

令
第
四
条
第
二
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
五
百
万
円
と
す
る
。

第
三
十
一
条
第
四
号
中
「
号
番
号
」
を
「
条
番
号
及
び
号
番
号
」
に
改
め
る
。

™


		2012-08-09T14:47:19+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




